
2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 適正飼養指導論 担当講師
（実務経験）

池田　麻美

有■　無□　　

対象学科 　　　　      動物看護学科 年次・学期 　　　　　　3年　（　■前期　・　■後期　）

授業形態 ■講義　□実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（15）　後期（15） 時間（単位） 60（4）

概要
愛玩動物の効用や使用目的等を理解した上で適性巣用の推進活動、災害時の危機管理のあり方、動物愛護管理行政の仕組み
について理解する

テキスト等

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト・技術力・作品
20%

授業態度

レポート ％

出席状況 20%

1 愛玩動物の飼養　1 愛玩動物の適正飼養の目的、概念

2 愛玩動物の飼養　2 愛玩動物飼養の現状

3 愛玩動物の飼養　3 愛玩動物飼養によって人間が受ける影響と問題点

4 愛玩動物の飼養　4 グリーフケア

5 愛玩動物の飼養　5 ペットロス

6 適正飼養の推進　1 適正飼養に関する支援の目的と活動

7 適正飼養の推進　2 動物取扱業者における適正飼養

8 適正飼養の推進　3 愛玩動物の過剰繁殖の問題とその対策

9 適正飼養の推進　4 問題行動予防のための適切な飼養方法としつけ

10 適正飼養の推進　5 飼い主に指導すべき事項、方法

11  災害危機管理と支援　1 災害時の同行避難

12  災害危機管理と支援　2 愛玩動物とその飼い主の災害の備え①

13  災害危機管理と支援　3 愛玩動物とその飼い主の災害の備え②

14  災害危機管理と支援　4 災害獣医療の概要と災害時における愛玩動物看護師の役割①

15  災害危機管理と支援　5 災害獣医療の概要と災害時における愛玩動物看護師の役割②

授業進行

前期 講義テーマ 講義内容



2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 適正飼養指導論 担当講師 池田　麻美

授業進行

後期 講義テーマ 講義内容

16 動物愛護管理行政　1 公衆衛生業務における愛玩動物看護師の役割①

17 動物愛護管理行政　2 公衆衛生業務における愛玩動物看護師の役割②

18 動物愛護管理行政　3 動物愛護週間の役割と実施状況

19 動物愛護管理行政　4 犬・猫の引取り及び負傷動物などの収容並びに処分の状況①

20 動物愛護管理行政　5 犬・猫の引取り及び負傷動物などの収容並びに処分の状況②

21 動物愛護管理行政　6 動物による事故の内容と報告状況①

22 動物愛護管理行政　7 動物による事故の内容と報告状況②

23 動物愛護管理行政　8 動物愛護管理センターの活動

24 動物愛護管理行政　9 動物愛護推進員・協議会の役割

25 動物愛護管理行政　10 動物取扱責任者の選任条件と役割

26 シニアケア　1 動物医療従事者としての心構え

27 シニアケア　2 在宅介護①

28 シニアケア　3 在宅介護②

29 動物終末期（飼い主）ケア　1 動物終末期（飼い主）ケアの総論と動物看護師の役割①

30 動物終末期（飼い主）ケア　2 動物終末期（飼い主）ケアの総論と動物看護師の役割②



2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 動物医療コミュニケーション 担当講師
（実務経験）

池田　麻美

有■　無□　　

対象学科 動物看護学科 年次・学期 　　　　　　2年　（　□前期　・　■後期　）

授業形態 ■講義　□実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（-）　後期（15） 時間（単位） 30（２）

概要 事前問診、入院動物の容態説明、院内における他のスタッフとのコミュニケーションの基礎について理解する

テキスト等

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト・技術力・作品
20%

授業態度

レポート ％

出席状況 20%

授業進行

講義テーマ 講義内容

1 概論 ホスピタリティ　動物病院における接遇の重要性

2 院内業務　1 受付時の対応

3 院内業務　2 会計時の対応

4 院内業務　3 待合室、診察室の対応

5 院内業務　4 精算時の顧客管理

6 院内業務　5 電話対応

7 院内業務　6 クレーム対応

8 院内業務　7 備品、消耗品の管理方法

9 クライアントエデュケーション　1 適正飼養・健康管理

10 クライアントエデュケーション　2 病気の適切な予防法　予防接種

11 クライアントエデュケーション　3 フィラリア予防、ノミ・ダニ予防

12 クライアントエデュケーション　4 歯科予防

15 コミュニケーション技能　2 在宅看護

13 クライアントエデュケーション　5 去勢・不妊手術

14 コミュニケーション技能　1 チーム獣医療



15 生体検査復習　５ 皮膚検査、外耳道検査の補助ができる

授業進行

講義テーマ 講義内容

13 生体検査復習　３ 超音波検査のための基本的な保定ができる

14 生体検査復習　４ 眼科検査の補助ができる

11 生体検査復習　１ 心電図検査を実施し、結果を記録できる

12 生体検査復習　２ X線撮影に関する手順を習得している

9 マイクロチップに関わる技術復習　１ マイクロチップの適切な挿入部位について理解する

10 マイクロチップに関わる技術復習　２ マイクロチップ装着手順を習得している

7 輸液・輸血に関わる技術復習　１ 留置針設置の手順を修得し、準備及び補助ができる

8 輸液・輸血に関わる技術復習　２ 輸液ポンプ、シリンジポンプを使用できる

5 診察補助復習　３ 採血・採尿（尿カテーテルの挿入を含む）の手順を習得している

6 診察補助復習　４ 薬剤の取扱い、経口投与・注射の手順を習得している

3 診察補助復習　１ 診察の準備や診察室の衛生管理ができる

4 診察補助復習　２ 聴診器や体温計、注射器を適切に取り扱うことができる

1 身体検査復習　１
全身状態（意識レベル、ボディコンディションスコア、粘膜色、
浅在リンパ節、体重測定を含む）を評価できる

2 身体検査復習　２
バイタルサインを評価できる（体温、脈拍数、呼吸数、毛細血
管再充満時間（CRT）、股動脈圧）

%
授業態度

レポート 20%

出席状況 20%

概要 内科診療に必要な手技など、動物内科看護学で学んだ知識の実践力を習得する

テキスト等

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト・技術力・作品

対象学科 動物看護学科 年次・学期 　　　　　　3年　（　■前期　・　□後期　）

授業形態 □講義　■実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（15）　後期（－） 時間（単位） 30（1）

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 動物内科看護学実習Ⅲ 担当講師
（実務経験）

岩崎　忍

有■　無□　　





応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑬

14 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑭

15 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑮

11 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑪

12 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑫

13

9 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑨

10 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑩

7 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑦

8 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑧

5 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑤

6 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑥

3 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット③

4 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット④

授業進行

講義テーマ 講義内容

1 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット①

2 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット②

20%
レポート

授業態度 ％

出席状況 20%

概要 一人で一頭の犬の全身カットを仕上げる技術を身に着ける

テキスト等 トリミング学テキストⅠ　トリミング器具

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト技術力作品

年次学期 　　　　　　3年　（　■前期　　■後期　）

授業形態 □講義　■実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（60）　後期（60） 時間（単位） 240（8）

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 トリミング応用実習 担当講師
（実務経験）

伊藤　航

対象学科 　　　　動物看護学科



授業進行

札幌どうぶつ専門学校

37 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑮

応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑭

34 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑫

38 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑯

35 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑬

36

32 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑩

33 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑪

30 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑧

31 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑨

28 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑥

29 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑦

26 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット④

27 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット⑤

24 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット②

25 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット③

22 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット㉒

23 応用実習　ステップ２
時間配分
中躯のカット①

20 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑳

21 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット㉑

18 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑱

19 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑲

17 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑰

16 応用実習　ステップ１
時間配分
四肢、肛門回り、後躯のカット⑯

講義テーマ 講義内容

2022年度生 講義概要



授業進行

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

60 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉒

57 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑲

58 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑳

59 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉑

55 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑰

56 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑱

53 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑮

54 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑯

51 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑬

52 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑭

49 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑪

50 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑫

47 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑨

48 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑩

45 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑦

46 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑧

43 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑤

44 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）⑥

時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）②

講義テーマ 講義内容

41 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）③

42 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）④

39 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）①

40 応用実習　ステップ３



授業進行

札幌どうぶつ専門学校

82 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　④

83 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑤

80 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　②

81 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　③

78 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑫

79 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　①

76 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑩

77 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑪

74 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑧

75 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑨

72 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑥

73 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑦

70 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　④

71 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　⑤

68 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　②

69 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　③

66 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉘

67 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（器具使用法）　①

64 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉖

65 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉗

63 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉕

62 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉔

61 応用実習　ステップ３
時間配分
全身カット（前躯頭部耳背線尾）㉓

講義テーマ

2022年度生 講義概要

講義内容



授業進行

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　③

106 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　④

103 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　①

104 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　②

105 応用実習　ステップ４

101 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑪

102 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑫

99 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑨

100 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑩

97 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑦

98 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑧

95 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑤

96 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　⑥

93 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　③

94 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　④

91 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　①

92 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（汚れる毛の処理）　②

89 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑪

90 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑫

87 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑨

88 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑩

応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑥

85 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑦

講義テーマ 講義内容

86 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（被毛の仕上がり）　⑧

84



2022年度生 講義概要

120

応用実習　ステップ４

109 応用実習　ステップ４

総括

時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑦

110 応用実習　ステップ４

講義テーマ

時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑥

札幌どうぶつ専門学校

107

117 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑮

全体確認②

118 応用実習　ステップ４

119 総括

時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑯

全体確認①

115 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑬

116 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑭

114 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑫

113 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑪

112 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑩

応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑤

時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑧

111 応用実習　ステップ４
時間配分
総仕上げ（シンメトリー）　⑨

108

講義内容

授業進行



授業進行

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

13 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６７

14 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６８

15 一人で行うグルーミング作業　１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ２

10 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６４

11 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６５

12 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６６

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

7 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６１

8 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６２

9 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６３

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

4 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５８

5 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５９

6 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６０

講義テーマ 講義内容

1 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５５

2 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５６

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

3 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５７

20%
レポート

授業態度 ％

出席状況 20%

前期

概要 トリミングの基礎を身に付ける

テキスト等 トリミング学テキストⅠ　トリミング器具

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト技術力作品

対象学科 　　　　動物看護学科 年次学期 　　　　　　２年　（　■前期　　■後期　）

授業形態 □講義　■実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（30）　後期（30） 時間（単位） 120（4）

2022年度 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 トリミング基礎実習Ⅱ 担当講師
（実務経験）

伊藤　航

有■　無□　　



札幌どうぶつ専門学校

授業進行

36 一人で行うグルーミング作業　２２

37 ボディクリッピング　１

2022年度生 講義概要

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

39 ボディクリッピング　３基礎実習　ステップ3

38 ボディクリッピング　２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ3

33 一人で行うグルーミング作業　１９

34 一人で行うグルーミング作業　２０

35 一人で行うグルーミング作業　２１

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

30 一人で行うグルーミング作業　１６

31 一人で行うグルーミング作業　１７

32 一人で行うグルーミング作業　１８

基礎実習　ステップ3

27 一人で行うグルーミング作業　１３

28 一人で行うグルーミング作業　１４

29 一人で行うグルーミング作業　１５

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

24 一人で行うグルーミング作業　１０

25 一人で行うグルーミング作業　１１

26 一人で行うグルーミング作業　１２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

21 一人で行うグルーミング作業　７

22 一人で行うグルーミング作業　８

23 一人で行うグルーミング作業　９

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

18 一人で行うグルーミング作業　４

19 一人で行うグルーミング作業　５

20 一人で行うグルーミング作業　６

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

前期 講義内容

16 一人で行うグルーミング作業　２

17 一人で行うグルーミング作業　３

基礎実習　ステップ２

基礎実習　ステップ２

講義テーマ



基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

59 総括

授業進行

53

45

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

全体確認①

60 総括 全体確認②

56 ボディクリッピング　２０

57 ボディクリッピング　２１

58 ボディクリッピング　２２

ボディクリッピング　１７

54 ボディクリッピング　１８

55 ボディクリッピング　１９

50 ボディクリッピング　１４

51 ボディクリッピング　１５

52 ボディクリッピング　１６

47 ボディクリッピング　１１

48 ボディクリッピング　１２

49 ボディクリッピング　１３

ボディクリッピング　９

46 ボディクリッピング　１０

基礎実習　ステップ3

42 ボディクリッピング　６

43 ボディクリッピング　７

44 ボディクリッピング　８基礎実習　ステップ3

40 ボディクリッピング　４

41 ボディクリッピング　５

基礎実習　ステップ3

基礎実習　ステップ3

後期 講義テーマ 講義内容



基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

13 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　７

14 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　８

15 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　９

基礎実習　ステップ１

10 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４

11 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５

12 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　６

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

7 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１

8 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２

9 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

5 ガイダンス　５
トリミング実習前の準備
掃除の実践

6 ガイダンス　６
ブラッシング練習
綿棒の作り方

3 ガイダンス　３
実習室の掃除と消毒法
キャリーケース消毒法

4 ガイダンス　４
ウィッグのブラッシング
シザー練習

授業進行

前期 講義テーマ 講義内容

1 ガイダンス　１ トリミング実習時の身だしなみ

2 ガイダンス　２
実習器具名前つけ犬体モデル配布
ブラッシング練習

20%
レポート

授業態度 ％

出席状況 20%

概要 トリミングの基礎を身に付ける

テキスト等 実習器具　トリミング学Ⅰテキスト　犬体モデル　

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト技術力作品

対象学科 　　　　  動物看護学科 年次学期 　　　　　　１年　（　■前期　　■後期　）

授業形態 □講義　■実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期（30）　後期（30） 時間（単位） 120（4）

2022年度 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 トリミング基礎実習Ⅰ 担当講師
（実務経験）

                         伊藤　航

有■　無□　　



基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

37 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３１

38 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３２

34 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２８

35 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２９

36 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３０

31 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２５

32 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２６

33 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２７

29 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２３

30 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２４

基礎実習　ステップ１

26 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２０

27 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２１

28 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　２２

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

23 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１７

24 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１８

25 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１９基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

20 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１４

21 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１５

22 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１６

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

17 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１１

18 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１２

19 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１３

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

科目名 トリミング基礎実習　　　　　　 動物看護学科１年 講師 伊東　航

前期 講義テーマ 講義内容

授業進行

基礎実習　ステップ１

16 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　１０基礎実習　ステップ１



基礎実習　ステップ１59

53

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

43

40

授業進行

基礎実習　ステップ１

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５３

60 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５４

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

56 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５０

57 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５１　

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４９

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

58 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　５２

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４７

54 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４８

55

50 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４４

51 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４５

52 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４６

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４０

47 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４１

48 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４２

49 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　４３

46

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３７

44 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３８

45 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３９

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３４

41 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３５

42 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３６

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

基礎実習　ステップ１

39 グルーミング作業　犬の保定　器具の使用法　３３基礎実習　ステップ１

後期 講義テーマ 講義内容

科目名 トリミング基礎実習　　　　　　 動物看護学科１年 講師 伊東　航



9 ハンドオンテスト　筆記テスト ショートマッサージテスト（個人）・筆記テスト　

10 安全なマッサージサポート法
寝たきり、癌からの疼痛、怪我の後遺症によるマッサージに必
要な無理のないサポート法・質疑応答

7
ハンドオン
エッセイ提出

各３つのポイントを選択・デモンストレーション
ペット健康維持とアキュプレッシャーの必要性

8 自然治療法　老犬ケア
家庭で施せる自然治療法の紹介
ディスカッション

5
理論復習
デモンストレーション

中医学のの復讐。フルボディーのマッサージ
デモンストレーション、グループセッション

6
デモンストレーション各症状別
主要ツボの位置と効果

グループセッション
各症状のツボ確認。今日のクイズ

3
デモンストレーション。ツボ探し
ハンズオン

主要なツボ紹介と位置。各部のマッサージの仕方

4 温通法の紹介
お灸。温パット、レーザー治療（鍼灸）、ホットストーン
今日のクイズ

授業進行

講義テーマ 講義内容

1
中医学の理論。陰陽説
中医学の基本理論

気、血、津液、経路についても解説
tui-naに関して・今日のクイズ

2
アキュプレッシャーに関して
テクニックの紹介

アキュプレッシャーとは何か？
マッサージの必要性、tui-naのテクニック紹介

20%
授業態度

レポート ％

出席状況 20%

概要
動物の末病の状態で、飼い主や、動物専門者が病気を発見し、マッサージを施すことで動物が持つ自
然治癒力を引き出す動物ケアの技術を習得

テキスト等 筆記用具

評価方法
評価基準

評価方法 評価割合（％）

定期試験 60%

小テスト・技術力・作品

対象学科 動物看護学科 年次・学期 　　　　　　2年　（　■前期　・　■後期　）

授業形態 ■講義　□実習 授業コマ数（1コマ90分） 前期・後期(10） 時間（単位） 20（1）

2022年度生 講義概要 札幌どうぶつ専門学校

科目名 ペットマッサージ 担当講師
（実務経験）

　　　　　　　　　　　　川地　ヒロ

有■　無□　　


